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ロードプライシングの世界的動向

固定料金 対距離課金

インフラ費用の
回収（持続可能
な財源調達）

橋/ﾄﾝﾈﾙの通行料金
・ノルウェー等各国

ユーロビニェット
・北欧諸国、英国（大型）、
旧東欧（乗用車）

有料高速道路
・従来より南欧諸国など

大型車対距離課金
・ドイツ(高速と国道、最近
は大気汚染含む）

混雑緩和、環境
改善（効率的な
道路利用）

混雑課金
・ ロンドン（昼間・固定
型），シンガポール（混雑
時・定期見直し型）、米国
HOTレーン（混雑時、動的
課金）、日本首都高オリ/パ
ラ（昼間・固定型？）

大型車対距離課金
・スイス（社会的平均費用）、
ベルギー（首都圏は高額）

全国全車種対距離課金
・ニュージーランド、

（シンガポール導入？）

ロードプライシング：広義では道路の使用に対して料金・税金を課すこと。
狭義では混雑時間帯の混雑道路の使用に料金・税金を課すこと。
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15:00～15:05  シンポジウムの狙い

事例をレビューし、合意形成のための条件などを議論

15:05～15:20 プレゼン1 世界のロードプライシング
～ロンドン、ストックホルム、ニューヨーク～

野口直志（西日本高速道路ファシリティズ株式会社）

15:20～15:35 プレゼン2 混雑課金からスマートシティへ
～シンガポールのERP～

早川祥史（三菱重工機械システム株式会社）

15:35～15:50 プレゼン3   東京オリ・パラ開催時の首都高の追加対策

水野宏治（国土交通省道路局企画課評価室）

15:50～16:05 プレゼン4 混雑課金が地域経済に与える影響

田邉勝巳（慶応義塾大学）

16:05～16:20 プレゼン5 ロードプライシングの法的枠組
～欧州、アメリカの事例～

今西芳一（株式会社公共計画研究所）

16:20～17:00 全体討論、質疑応答


